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短 報

インドネシア人看護師候補者の国家試験合格への道

一三之町病院の取り組み一
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〔Abstract〕

ThisardcledescribestheeffortsofthestaffatSarmochoHospital tohelptheirtwoIndonesian

nu鵜eSdispatchedthrough EPA四conomicPartnershipAgreement)studyforandpassthenadonal

nursingexamination.A content-basedlanguagelearningstyle,usingnadonalnursingexanmi tionsto

leambothJapaneselmguageandnursingknOwledgesimultaneously-combinedwithclosecommunicadon

wi th andsupportfrom hospitalstaff-mayhavebeenthekeytotheirsuccess･Although thenursesat

SannochoHospitalweresuccessful,nearly99% offoreignnursecandidatesfa止edtherecentnadonal

nursmgexam血 don･Thesedireresultsnotonlyposea血lanCialburdenforthehospitalswhichaccept

thecandidates,butalsorepresenta血luretoachievethegoalsofboth theforeign nurseswho

pardcipatein thisprogram andtheJapanesegovernmentwhichhasimplementedthisprogram in order

toincreasethenum berofnursesinJapan･Inordertoreducetheburdenonhospitalsreceivingfore垣l

nursecandidates,achievethegoal ofincreasingthenum berofnursesin Japan,andmotivatethe

candidatesthemselves,theissueofwhethertoextendthethree-ye虻 trialperiodaswellasarevision

oftheexam血 donquestionsneedstobeaddressedatthenadonallevel･
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〔要 旨〕

本稿は,平成20年に経済連携協定 (EPA)に基づいて外国人看護師候補者としてインドネシア人2名

を受け入れ,看護師国家試験合格に導いた一病院の取り組みの報告と,インドネシア人看護師候補者から

の勉強方法についての報告をまとめたものである｡候補者の努力,組織としての病院や周囲の人々のサポー

トが成功につながったが,日本語と試験問題の勉強は別々に行うのではなく,過去問をテキストとして使

用し,その中で言語と専門知識を学習する方法が効果があったと考えられる｡しかしながら,多くの施設

がこの協定による受け入れを負担に感じており,その負担を軽減する意味においても,合格までの期間の

延長や試験問題の見直しなどが求められる｡
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タイルでの学習を支摸することが大きな効果を生むと感

じた｡

学習面でのサポート以外に精神面でのサポートとして,

各種イベントや金城負の精神的なサポートが彼らの支え

となったのは間違いないO三之町病院での調査終了後,

病院の玄関まで見送りにいらして下さった看護科総師長,

総務課主任と一緒に候補者たちが私の乗ったタクシーが

見えなくなるまで見送ってくれた態度を見て,看護師と

しての彼らの未来を見た気がした｡

Ⅵ.おわりに

今回のEPA受け入れの目的を今の病院の看護師不足

の打開のためではなく.今後日本の医療や地域医療を支

えていくためのEPA缶り度作 りであるとする考えのもと

で,候補者の人間性と努力,協力者のサポート,組織と

しての病院のサポートなどあらゆるものが絡みあって相

乗効果を生み,今回の結果に至ったと思われる｡

この調査から,看護師国家試験の合格率を上げるには

期限を3年から5年に延長し,候補者が勉強できる環境

を整備することを提言したい｡三之町病院でも経費の負

担増を述べていたが,筆者が調査した東京近郊の複数の

受け入れ施設の看護師長や病院長も同じ悩みを訴えてい

た｡経費の負担は小規模の病院では経営に大きく影響し,

候補者が合格しなかった場合は,大きな負担となる｡ま

た,難解な漢字や主語の省略などで問題となっていた試

験問題の表記方法については,平成22年の8月末に厚

生労働省から表記方法について詳細な指示が出され,平

成23年度の試験問題は外国人でも理解しやすい出題形

式になることが予測されることは喜ばしいことである｡

このEPAによる外国人看護師受け入れの制度が,候補

者の努力,周囲の支援者たちの努力が実るような制度に

なることを切に願っている｡

本研究は文部科学省科学研究費補助金基盤研究 (C)

プロジェクトNo.21520594｢日米の看護師国家試験問題

のテクスト理解と語嚢 :使用言語の難易度の妥当性｣の

一部として行われたものである｡


